
１． 流域および河道の現況

鬼怒川は，栃木県北西部に位置する帝釈山地，

足尾山地の非火山性山地と，日光火山群・高原火

山群の火山性山地山岳地域を水源とする。さらに

左支川男鹿川を合わせ，さらに中禅寺湖を水流と

する大谷川を合流したあと流路を大きく南に転じ

およそ１００km南下して利根川に注ぐ。

鬼怒川本川の上流域には，現在三つのダム群が

あり，支川である大谷川には主に砂防施設として

貯砂ダムや流路工が建設されている。

気候は太平洋気候に属するが，上流から下流に

かけて２，５００mもの高低差があることからさまざ

まな気候がみられる。寒冷期は降雨量は少ない

が，夏期の梅雨や台風時には集中豪雨が発生する。

植生は，高山や新しい火山地，湿原が存在する

ため，地域・標高により著しく変化に富んだもの

となっている。標高６００m以上の山地帯には，ブ

ナやミズナラを主体とする冷温帯性の落葉広葉樹

林が発達しており，標高１，６００～２，０００m付近ま

での亜高山帯ではコメツガ，シラビソ，オオシラ

ビソ，あるいはアスナロを優占種とする亜高山帯

針葉樹林が発達している。

鬼怒川上流部の河道は，幅５００～１，０００m程度

の河道内に流路が網状にあるいは単列または複列

に蛇行し，河床勾配は１／１００～１／３００程度である。

表層の河床材料については，上平地点（１００

km）は８８km以下のセグメントより勾配が急な

こともあって，粒径２０cm以上の玉石が存在する

が，５４～８６km区間は２０cm以上の玉石が見られ

鬼怒川における河道の変遷と
河状変化要因（一仮定）

国土交通省関東地方整備局下館工事事務所調査課長
え ぐち かなめ

江口 要

図―１ 流域概要図
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図―３　横断形状の経年変化�

標
高
（
Y
.P
.ｍ
）
�

標
高
（
Y
.P
.ｍ
）
�

標
高
（
Y
.P
.ｍ
）
�

水平距離（ｍ）�

水平距離（ｍ）�

水平距離（ｍ）�

87.5k測線�

94.5k測線�

99.5k測線�

140

142

144

146

148

150

152

154

－50 0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500 550 600 650 700

174

176

178

180

182

184

186

188

－50 0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500 550 600

－50 0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500 550 600
200

202

204

206

208

210

212

214

なくなる。上流のダム群が位置する鬼怒川本川系

流域に多く見られる凝灰岩・流紋岩系の岩質と，

砂防流路工が連続する大谷川系流域に多く見られ

る日光火山群の安山岩系の分布状況は，縦断的に

ほぼ一様な分布傾向を呈しており，両者の割合も

ほぼ同程度の傾向である。

２． 河道の変遷と河状変化要因

� 河道の変遷

� 平面形の変化

図―２には，昭和２２年～平成１２年の航空写真に

よる平面形状の経年変化を示す。昭和２２年では河

道内全体が白っぽい裸地であり，澪筋も網状で河

道幅いっぱいに流れているが，近年は澪筋の単列

化あるいは複列蛇行化がみられる。

� 横断形の変化

図―３には，昭和３９年～平成１４年の横断形状の

経年変化を示す。昭和３０年代に比べて平均で２～

３m，局所的に深掘れしている個所で最大４～５

mの河床低下がみられ，特に昭和５０年代以降の

低下が著しい。

� 植生の変化
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図―２ 平面形状の経年変化
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図―４　植生割合の経年変化�

図―５　砂利採取許可量と河床低減量�
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図―４には，氏家大橋～JR東北新幹線橋付近

の約２．５kmの区間について，河道内における植

生割合の昭和２２～平成１２年の経年比較を示す。

昭和２２年以降，約５０年間で，植生の面積は約９

倍に増加し，裸地は約半分に減少した。植生の増

加は昭和２２～３９年ではあまり生じておらず，昭和

３９～５６年以降に急激に進んでいる。澪筋が昭和２２

～平成１２年の間に次第に網状から複列化するのに

伴い，裸地の割合も減少している。

� 河状変化要因

� 複断面化の進行

１）砂利採取許可量と河床低下量

河岸変動量を断面図の変化から推定すると，８０

～１０１km間の河床低下量は，昭和３９～平成１０

（１９６４～９８）年の３６年間で約２９，９００千m3となる。

河床低下量のうち要因の一つである砂利採取に

ついてみると，ほぼ同区間においては，鬼怒川の

砂利が資源として着目され始めた昭和３５～平成３

（１９６０～９１）年の３１年間で約１０，３００千m3の砂利が

採取されており，河床低下量の約１／３程度に相

当する。

２）低水護岸の施工

図―６には，低水護岸を施工年度別に色分けし

施工位置を示した。

検討個所の８３．０～１０１．５kでは，平成２年以降

の災害復旧による施工が多く見られる。

１），２）により低水路の固定化が進み，復断面河

川となって行った。

� 供給土砂量の減少

鬼怒川上流域の３ダムは排砂設備をもたず，そ

の上流からの粗い土砂のほぼ全量をかん止してい

るものと考えられる。その堆砂量は３ダム合計で

平成１３年までに約１１，５００千m3に達する。また，

ダムの他に支川大谷川筋を中心に砂防および治山

工事がなされており，土砂かん止の役割を果たし

ている。主な供給源である稲荷川に昭和５７年日向

砂防ダムの嵩上げが完成し，平成１３年までの貯砂

率は約７割となっている（計画貯砂量１，２８０千m3，

平成１３年現在８８０千m3）。

このため，河道への供給土砂量は従前に比べ著

昭和２２年 平成１２年
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図―７　摩擦速度と無次元掃流力の縦断分布�
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しく減少しているものと考えられる。

� 外来植生の侵入

複断面化の進行により高水敷，中州について浸

水頻度（撹乱）が減少し樹林化および草原化が進

んだ。

それらの多くは外来種であり，燃料材として植

えられたニセアカシアや，道路工事等の法面安定

材，緑化材ならびに牧草として導入されたシナダ

レスズメガヤが多量に生育している。植生化によ

り洪水時に高水敷の堆砂化が進み，高水敷が高く

なる傾向がある。高水敷の撹乱の減少および外来

種の繁茂により河原固有の埴生の生存を危うくし

ている。

� 水理的に見た経年的変化

鬼怒川の洪水安全度は上流ダム群により向上し

ており，最大流量も減少している。しかし，無次

元掃流力については増加している。

図―７に，平均年最大流量をもとに各断面の摩

擦速度と無次元掃流力を算出した結果を示す。

経年的には，昭和５０年代以降を境に摩擦速度，

無次元掃流力ともに増加している。その主な原因

は，複断面化および河床低下により年最大平均流

量では主に低水路を流れるため水深が増大してい

るためと考えられる。そのため，ますます低水路

の洗掘が進むようになっている。

� 考 察

鬼怒川の河状の変化には種々の要因が相互にか

らみあい河床の低下が進み河川環境の変化をもた

らしている。これらの要因を詳細に検討し対策を

行い「鬼怒川らしい」河川の再生を目指す必要が

ある。

図―６ 低水護岸の施工履歴
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